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第３章 産業界との協働により高齢者の生活支援の拠点 

を創出する活動事例  
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Ⅰ 自治体と民間企業との連携の実装化に関するアクションリサーチの概要 

 

1.1．事業の周知と応募状況 

令和 3年度の産業界との協働に関する先行研究において、全国の SCから高齢者の買物ニ

ーズや地域の小売業の好事例を収集し、スーパーマーケット向けの新サービスを提案する

冊子を作成している（図 3-1）。 

この冊子について、WEB サイト「SC カフェ」や同メーリングリストを活用して全国の SC

等を対象に紹介し、地域への実装について興味がある場合には事業の説明を行うことにつ

いて周知を行った結果、問い合わせは 8件あり、それぞれに事業に関する説明を行った。 

その結果、千葉県浦安市と愛知県日進市が事業を実施することとなった。 

 

 

出典：令和 3年度老健事業「地域包括ケアシステムの構築を起点にした多

様な産業との連携がもたらす地域づくりの展開に向けた調査研究」 

 

図 3-1 スーパーマーケット向けの新サービス提案冊子 

 

スーパーマーケット側からの応募については、令和 4年 2月 16日～18日、千葉市・幕張

メッセにて開催された全国スーパーマーケット協会主催「第 56回スーパーマーケット・ト

レードショー2022／デリカテッセン・トレードショー2022」を通じて上記パンフレットを

配布した結果、2社からの問い合わせがあり、それぞれの企業に対して事業説明を行い、さ

らには実施を検討する店舗の自治体職員および SC等に同様の説明を行った結果、株式会社

ヒバリヤが静岡県島田市で、株式会社サニーマートが高知県南国市で事業を実施すること

になった。 
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1.2．事業説明の内容 

自治体及び企業に対する協働事業の説明では、超高齢社会において高齢者支援を互助・

共助・公助で行うには財政的にも介護人材の確保という側面でも厳しい状況に置かれてい

る中、地域を構成するビジネスセクターとの間で一方的な企業による支援ではなく、CSV的

経営の発想で win-win の関係を築く「協働」は、持続可能な地域づくりを進めるうえで重

要であるという産業界との協働に関する先行研究を紹介したうえで、次の内容で説明を行

った。 

 

① スーパーマーケット拠点化事業を実施する背景 

高齢者の生活支援の拠点化事業としてスーパーマーケットに着目した理由として、ス

ーパーマーケットは、コロナ禍においてサロンや介護予防教室による人的交流や社会参

加の場が開かれない状況のなか、地域の高齢者が生活の中で外出先としてなくてはなら

ない存在であったこと、地域の交流・社会参加が行われる場所となっていること、外出

して買い物をするという行為の中で活動量が確保できる場であること、さらには自身の

意志で買い物をするという自分らしい生活の実現ができる場所であることから、フレイ

ル予防の効果が高い場所であることを示した。 

 

出典：事務局 

図 3-2 高齢者の拠点化事業としてスーパーに着目した理由 
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さらには全国ほとんどの地域にスーパーマーケットが存在することや、チェーン展開

を行う事業形態が多いことも、この事業で着目した理由であることを説明した。 

また、産業界との協働に関する先行研究において、WEBサイトや商談展示会を活用して、

自治体福祉部局と民間企業・産業界をつなぐプラットホームを創出する事業の中で冊子

を作成したことを説明した（図 3-2）。 

 

② 高齢者のニーズとスーパーマーケットを取りまく環境 

昨今の高齢者のニーズとして、スーパーマーケットやコンビニエンスストアのレジが

セルフレジ等になったため操作がわからなくなる、店員と話す機会が減少するなど、買

い物を楽しめなくなっているという声を紹介した。また、スーパーマーケットまで買い

物に行っても、重いものが持てなくなったり、持って帰れなくなったりしたことで少量

のものしか買えず、そのことで買い物に行く頻度が逆に減ってしまった、極力買い物に

行かなくなった、という声を伝えた。 

  これはスーパーマーケットとしても顧客減少という課題であると同時に、地域にとっ

ても「買い物に行く」というフレイル予防・介護予防の機会を失うという意味で課題で

あり、双方が同じ課題を持っていることを確認した。 

 

出典：事務局 

図 3-3 スーパーマーケット業界の商談展示会にて 

 

  また、スーパーマーケット業界の商談展示会において、決済システムなどがよりハイ

テク化している中、高齢者の利用についての懸念がないかを、POSシステムや店舗機器メ
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ーカーの担当者に尋ねたところ、「最近はスマートフォンを使える高齢者が増えてきてい

るので、大きな問題ではなくなるのではないか」という意見や、メーカーは高齢者等が

使いやすいシステムづくりを意識していることを紹介したうえで「高齢者の利用促進に

ついて検討するのは、導入する店舗側の役割であると考えている」とのメーカーの意見

を紹介した。 

  このことから、日頃からスーパーマーケットと連携している福祉職がいる地域とそう

でない地域では、高齢者の生活のしやすさに違いが出る可能性があることを指摘し、高

齢者の使いやすさをメーカー頼りにするのではなく、店舗で一緒に検討できることで、

より高齢者のニーズに沿ったサービスが提供できるのではないかと提案した（図 3-3）。 

 

③ フレイルという新たなマーケットの提示 

令和 3 年度の産業界との協働に関する先行研究における「フレイル」という新たなマ

ーケットの提示についての意見を紹介した（図 3-4）。 

 

 
出典：令和 3 年度老人保健事業推進費等補助金「地域包括ケアシステムの構築を起

点にした多様な産業との連携がもたらす地域づくりの展開に向けた調査研究」 

図 3-4 「フレイル」という新たなマーケットの提示 

 

多くの企業活動において高齢者は「アクティブシニア」と「要介護もしくは認知症」
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とに二分されており、アクティブシニア向けには全世代型の商品の高齢者版と言える商

品（例として高齢者向けスマートフォンや高齢者向け旅行商品、健康食品など）が一般

的な対応であり、要介護・認知症の高齢者向けには自費ヘルパーや見守りグッズ・介護

用おむつなど、介護保険外サービスの提供という形となる。これらはいずれも利用者自

らが購入するもの（自助）であるため、自治体がこうした商品の販売を促すという支援

は不可能である。また、特定の企業の商品を自治体が活用（購入）するという関りは、

実現に向けてのハードルは高い。そもそも地域課題の解決に向けた自治体と民間企業・

産業界の「目指すべき協働の形」とは言えないのではないだろうか。 

また、実際の高齢者の心身の状態像は二分されるべきものではなく、フレイルやプレ

フレイルと言われる状態など、グラデーションがかかっている状態である。生活のしづ

らさに関しても人それぞれであり、しかも変化を伴うものである。フレイルやプレフレ

イルという状態の高齢者の比率が最も高いことを考えると、自治体と民間企業が協働し

て取り組むべき地域の課題はここにあると考えるのが自然である。 

 

高齢者が買い物をしづらくなるということは、スーパーマーケットと地域の双方にと

っての課題であることはすでに述べているが、これは特に生活のしづらさが表れ始める

フレイル・プレフレイル高齢者の課題である。この層がスーパーマーケットなどの店舗

を利用するかしないかは、顧客数への影響が大きく、地域にとってもこの層の介護予防

と生活支援の充実を進める必要があるため、両者が win-win の関係で協働するには「フ

レイル予防・介護予防」という視点で持つことが重要であることを、「フレイルという新

たなマーケット」として伝えた。 

 スーパーマーケットは、地域の活性化が自社の利益に直結すると考えやすい業界であ

る。社会問題解決への取り組みを行いたいという意志を持つ企業が、フレイル高齢者へ

の対策という「地域課題の解決」に向けて自治体に手を差し伸べ、自治体側は「フレイ

ル高齢者が出かけたくなるまち」「フレイル高齢者が安心して買い物に行けるまち」とい

うコンセプトで企業の力を借りて生活支援・介護予防事業を推進する意欲を持てば、企

業との協働は進めやすいのではないかと提案した。 

 

 ④ 高齢者の生活支援の拠点化事業の概要 

実際の活動内容については、図 3-5 のとおり、双方の実施負担・コストを考慮し、週

に 1 回や月に数回の実施で 1 回あたりの開催時間も数時間のモデル実施から始めること

を前提に、拠点化の活動について提案を行った。 

  活動のイメージとしては、近年行われている選挙の投票所をショッピングモールや駅

などの人の集まる場所に設置する取り組みと同様に、福祉サービスを高齢者が集まる場

所で行うというもので、投票所という先例があるために、スーパーマーケットにも福祉

部局にも伝わりやすいものとなった。 
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出典：事務局 

図 3-5 高齢者の生活支援の拠点創出 

 

  まず、スーパーマーケットは「場を提供」する役割として、高齢者の生活支援に資す

るサービスを提供することで、生活しづらさを感じ始めている高齢者にアプローチする。

具体的には、スローレジや高齢者向け総菜（小分け商品・栄養指導的商品）の提供、交

流スペース等の提供やチラシを活用して自治体の取り組みを周知するなど、スーパーマ

ーケット側の意向に合うものを実施する。 

  対して自治体側は「人材を提供」する役割として、地域包括支援センターのボランチ

的な活動としての「困りごと相談窓口」の設置や、買い物ボランティアの提供、リハ職

や管理栄養士の派遣など、自治体側の行いたい取り組みを集客力のあるスーパーマーケ

ットを間借りして行う。 

  この取り組みにより、スーパーマーケットには次のメリットがあることを説明した。 

一つ目は、自治体の人材を使って店舗内サービスが向上することである。高齢者の困

りごと相談窓口や専門職によるサービス、買い物客に対する声がけや袋詰めなどを、新
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たなサービスとして自社の人件費で行うことは負担が大きいが、それを自治体が行うこ

とはメリットである。 

二つ目は、マーケティング支援や店舗環境整備支援である。これは自治体との協働に

より、高齢者のニーズやサービス提供に繋がる支援を受けることが出来るということで

ある。高齢者の生活上の課題や嗜好などの情報を店舗側が自治体側から聞けることは、

地域内のマーケティングへの支援を受けることになる。また、店舗内で高齢者が買い物

をしやすい環境（商品の陳列方法等）や接客方法についての助言（もしくは研修）など

を行うことができるため、店舗運営上のメリットとなる。 

三つ目は、プロモーション支援である。特に生活のしづらさを感じ始めている高齢者

の支援者（地域包括支援センター、ケアマネジャーなど）が、こうした取り組みを高齢

者に伝えることは、店舗側にとっては大きなメリットである。 

また、自治体側には、地域における高齢者の生活支援の向上と介護予防につながる活

動量の確保というメリットがあり、さらには地域活動を集客力のある場で行えるという

大きなメリットがある。人が集まる場所での活動は、情報が集まる場所でもあることか

ら、地域の様々な情報を収集することで、地域課題の解決や様々な活動の拠点となりう

ることが期待できる。 

さらには、この活動はモデル実施を経て継続的に行うことでさらなる展開が期待でき

るということを説明した。 

一つ目は、定期的な開催が定着することで、買い物支援（移動支援）が実施しやすく

なることである。移動支援を課題と考える地域は多いが、買い物支援を「高齢者が行き 

たいときに行きたい場所に」という形で行うには大きなコストがかかる。高齢者の買い

物を支援する特定の日ができることで、その日限定で移動支援を行うのであれば、人材

や車両に関するコストは下がり、取り組みやすくなる。 

二つ目は、異業種との連携が期待できる点である。スーパーマーケットには数多くの

企業等が出入りしている。地域において社会問題解決への取り組みを行う企業は増えて

きており、社会的な価値と自社の利益を両立した「CSV経営」も注目されているが、その

窓口となる機関や機会は多いとはいえない。そうしたなか、企業活動の中で日常的に関

わっているスーパーマーケットが自治体とつながり地域貢献活動を行うことで、こうし

た機会を得たいと考えている異業種が取り込めれば、新たな高齢者支援のネットワーク

ができると考えられ、まさにスーパーマーケットが地域の多様な主体を活用した支援、

地域づくりの拠点となり得る。 

この取り組みは、「いかに地域の高齢者のニーズを集約し、コストを地域の多様な主体

で分散して支援しながら、win-winの関係を構築するか」という活動であり、地域の拠点

としてスーパーマーケットはその資質を持つ存在であるため、まずはモデル事業を実施

し、自治体との協働により活動を作り上げることから始めるべきではないかと説明を行

った。 
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Ⅱ 民間企業店舗の拠点化に関する実装支援の手法 

 

1.自治体（SC等）が協働を提案した事例  

「Ⅰ 自治体と民間企業との連携の実装化に関するアクションリサーチの概要」の内容に

ついては、WEBサイトなどから実装支援についての問い合わせがあった 8市に対して説明会

を行い、そのうち千葉県浦安市と愛知県日進市を支援することになった。両市とも SCから

問い合わせ後に、SC が担当課を交えた説明会を設定し、説明会後に正式に実装支援を受け

る旨の連絡があった。 

事務局は主に企業等に対する事業説明を担い、自治体が持つ課題感を優先に活動内容に

ついては提案等を行っていない。 

浦安市は、協議体ごとにスーパーマーケットにおけるボランティア活動を検討・展開し、

買い物支援を行っている。この支援対象者は高齢者に限らず、子育て世代を含む全世代を

対象とした。ボランティア活動を行う高齢者が店頭及び店内で積極的に声がけを行ってい

る。また、店内において「地域支えあいガイド」や栄養士によるレシピ紹介、介護予防に

関するリーフレット、出張相談会の案内チラシ等を配布した。 

日進市は、市内 4 店舗と意見交換を行う場を設定することから取り組みを開始し、双方

の地域における課題の共有を行った。それぞれの店舗の状況や地域の課題を検討するなど、

丁寧に事業を進めていった。 
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1.1．千葉県浦安市 協議体と企業の連携「お買い物サポートデー」 

 

●活動に関わった組織・企業 

浦安市福祉部高齢者包括支援課高齢対策係 

浦安市社会福祉協議会 

浦安市元町・中町北部・中町南部・新町地域支え合い会議 

ヤオコー新浦安店 

ワイズマート浦安本店 

ユニデザインワークス（本事業に賛同されたデザイン会社） 

 

●活動の経過  

8/8   生活支援体制整備事業定例会（担当者打ち合わせ） 

8月中  市内スーパー訪問（「シニアデー」実証実験説明） 

8/31  市内スーパー訪問（「シニアデー」実証実験説明） 

9/7   ヤオコー新浦安店訪問 

9/21  中町南部地域支え合い会議開催（「シニアデー」主旨説明、進捗報告） 

10/5  ワイズマート本社訪問 

10/19  事務局と打ち合わせ 

10/24  開催に向けて担当者打ち合わせ（市・社協） 

11/2  ヤオコー新浦安店訪問 

11/18  新町地域支え合い会議開催 

（「シニアデー」実証実験の説明、実施にあたり企画案や構成員が協力できること

についてグループワークの実施） 

12/7  ワイズマート本社訪問 

12/13  了徳寺大学訪問（「シニアデー」説明、測定会実施と学生ボランティアの打診） 

12/14  ヤオコー新浦安店訪問 

1/6   助け合い活動団体と打ち合わせ（買い物サポート時の注意事項等情報共有） 

1/11  4圏域合同地域支え合い会議開催（企画の主旨説明、想定されるボランティア  

支援ニーズ、名称（企画名、スローレジ、ボランティア） 

1/16   ユニデザインワークスと打ち合わせ 

（「シニアデー」主旨説明、チラシ・のぼり等デザイン関係について） 

1/16  ニューコースト訪問（デベロッパー担当者との打ち合わせ） 

    スーパー単独ではなく、「ショッピングモール」で行う場合の課題も把握できた。 

1/18  元町地域支え合い会議開催 

（合同会議の開催報告、本事業に期待することなど意見交換） 

1/18  支部社協海浜 2支部訪問（本事業趣旨説明、ボランティア募集） 
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1月後半 地域情報誌・行政番組等への周知 

1/24・1/26・1/27 開催に向けた打ち合わせ 

（準備品やアンケート内容、ボランティアの当日の動き等）（市・社協） 

2/8   ヤオコー新浦安店訪問 

2/13-2/17 ヤオコー新浦安店にて実施 

2/20   ワイズマート本社訪問 

2/27、3/2、3/3 ワイズマート浦安本店にて実施 

 市広報誌・地域情報紙での開催予告、地域情報誌（ミニコミ誌）での記

事掲載・ケーブルテレビでの開催情報発信（報告と予告） 

 

・浦安に住みたい web： 

https://sumitai.ne.jp/urayasu/2023-02-27/116215.html 

 

  

・浦安に住みたい web（facebook 版） 

https://www.facebook.com/u.sumitai?__cft__[0]=AZXD_pFIxo_xkFatw_dB8YJvk1xgC6

759SXeLS1J5wUuE_SGpqfKXYJBpgiOnA_lHmcNJu77dSuk3TMzmR-FdWdyfic7ITSv

KZfdjeSdOvRF6lFk7Ij2B_8R-yTdVYKZptGRUYgHjqNnw3MEfVCLS5L5OveFgmJJY3X

Lk2FugVV7Utv3j4V2D8mdHcKFV2x3O4w&__tn__=-UC%2CP-R 

 

 

・ゆうゆう手帳（浦安に住みたい シニア向け）facebook: 

https://www.facebook.com/yu2urayasu?__cft__[0]=AZXYAv9U5mBscOXmeWPC_6Sn

nOARzkjMwDyNnzV-v_DIwmG-GPqcVaf-f6v2wghO9FyNwuvNQpb0G

zSzmPgvmQaHi46QlBQF1uAHQVdzRRLONzgkTNTcE_QpEoUI309cFX

xWLhqkxAWpCYIlvsjCV7Zgi2y_oouSpgEbihWmQutx4Vl2aLlWT9N11F5

hFOyGGfQ&__tn__=-UC%2CP-R 

 

 

・こちら浦安情報局（j-com ケーブルテレビ）＃755 25 分 15 秒前後から 

https://youtu.be/s_R_r-dcVcU（YouTube） 

 

 

 

https://sumitai.ne.jp/urayasu/2023-02-27/116215.html
https://www.facebook.com/u.sumitai?__cft__%5b0%5d=AZXD_pFIxo_xkFatw_dB8YJvk1xgC6759SXeLS1J5wUuE_SGpqfKXYJBpgiOnA_lHmcNJu77dSuk3TMzmR-FdWdyfic7ITSvKZfdjeSdOvRF6lFk7Ij2B_8R-yTdVYKZptGRUYgHjqNnw3MEfVCLS5L5OveFgmJJY3XLk2FugVV7Utv3j4V2D8mdHcKFV2x3O4w&__tn__=-UC%2CP-R
https://www.facebook.com/u.sumitai?__cft__%5b0%5d=AZXD_pFIxo_xkFatw_dB8YJvk1xgC6759SXeLS1J5wUuE_SGpqfKXYJBpgiOnA_lHmcNJu77dSuk3TMzmR-FdWdyfic7ITSvKZfdjeSdOvRF6lFk7Ij2B_8R-yTdVYKZptGRUYgHjqNnw3MEfVCLS5L5OveFgmJJY3XLk2FugVV7Utv3j4V2D8mdHcKFV2x3O4w&__tn__=-UC%2CP-R
https://www.facebook.com/u.sumitai?__cft__%5b0%5d=AZXD_pFIxo_xkFatw_dB8YJvk1xgC6759SXeLS1J5wUuE_SGpqfKXYJBpgiOnA_lHmcNJu77dSuk3TMzmR-FdWdyfic7ITSvKZfdjeSdOvRF6lFk7Ij2B_8R-yTdVYKZptGRUYgHjqNnw3MEfVCLS5L5OveFgmJJY3XLk2FugVV7Utv3j4V2D8mdHcKFV2x3O4w&__tn__=-UC%2CP-R
https://www.facebook.com/u.sumitai?__cft__%5b0%5d=AZXD_pFIxo_xkFatw_dB8YJvk1xgC6759SXeLS1J5wUuE_SGpqfKXYJBpgiOnA_lHmcNJu77dSuk3TMzmR-FdWdyfic7ITSvKZfdjeSdOvRF6lFk7Ij2B_8R-yTdVYKZptGRUYgHjqNnw3MEfVCLS5L5OveFgmJJY3XLk2FugVV7Utv3j4V2D8mdHcKFV2x3O4w&__tn__=-UC%2CP-R
https://www.facebook.com/yu2urayasu?__cft__%5b0%5d=AZXYAv9U5mBscOXmeWPC_6SnnOARzkjMwDyNnzV-v_DIwmG-GPqcVaf-f6v2wghO9FyNwuvNQpb0GzSzmPgvmQaHi46QlBQF1uAHQVdzRRLONzgkTNTcE_QpEoUI309cFXxWLhqkxAWpCYIlvsjCV7Zgi2y_oouSpgEbihWmQutx4Vl2aLlWT9N11F5hFOyGGfQ&__tn__=-UC%2CP-R
https://www.facebook.com/yu2urayasu?__cft__%5b0%5d=AZXYAv9U5mBscOXmeWPC_6SnnOARzkjMwDyNnzV-v_DIwmG-GPqcVaf-f6v2wghO9FyNwuvNQpb0GzSzmPgvmQaHi46QlBQF1uAHQVdzRRLONzgkTNTcE_QpEoUI309cFXxWLhqkxAWpCYIlvsjCV7Zgi2y_oouSpgEbihWmQutx4Vl2aLlWT9N11F5hFOyGGfQ&__tn__=-UC%2CP-R
https://www.facebook.com/yu2urayasu?__cft__%5b0%5d=AZXYAv9U5mBscOXmeWPC_6SnnOARzkjMwDyNnzV-v_DIwmG-GPqcVaf-f6v2wghO9FyNwuvNQpb0GzSzmPgvmQaHi46QlBQF1uAHQVdzRRLONzgkTNTcE_QpEoUI309cFXxWLhqkxAWpCYIlvsjCV7Zgi2y_oouSpgEbihWmQutx4Vl2aLlWT9N11F5hFOyGGfQ&__tn__=-UC%2CP-R
https://www.facebook.com/yu2urayasu?__cft__%5b0%5d=AZXYAv9U5mBscOXmeWPC_6SnnOARzkjMwDyNnzV-v_DIwmG-GPqcVaf-f6v2wghO9FyNwuvNQpb0GzSzmPgvmQaHi46QlBQF1uAHQVdzRRLONzgkTNTcE_QpEoUI309cFXxWLhqkxAWpCYIlvsjCV7Zgi2y_oouSpgEbihWmQutx4Vl2aLlWT9N11F5hFOyGGfQ&__tn__=-UC%2CP-R
https://www.facebook.com/yu2urayasu?__cft__%5b0%5d=AZXYAv9U5mBscOXmeWPC_6SnnOARzkjMwDyNnzV-v_DIwmG-GPqcVaf-f6v2wghO9FyNwuvNQpb0GzSzmPgvmQaHi46QlBQF1uAHQVdzRRLONzgkTNTcE_QpEoUI309cFXxWLhqkxAWpCYIlvsjCV7Zgi2y_oouSpgEbihWmQutx4Vl2aLlWT9N11F5hFOyGGfQ&__tn__=-UC%2CP-R
https://youtu.be/s_R_r-dcVcU
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●活動の詳細 

市内 2か所のスーパーマーケット（ヤオコー新浦安店、ワイズマート浦安本店）にて、「お

買い物サポートデー」をテスト開催 

【実施内容】 

1．スローレジの設置 

2．お買い物フレンズ（ボランティア）※の配置（各日２名～3名） 

3．管理栄養士作成レシピや地域活動情報などのチラシ配布 

4．取り組みについてのアンケート実施 

 

※お買い物フレンズは、第 2層協議体構成員（民生委員や支部社協推進委員）、認知症地域

支援推進員等が担い手となり実施。 

店頭入口付近の受付で待機したり、店内をラウンドしたりしながら、希望される方へ買

い物サポートを行った（サポート内容：売り場を一緒に回る、カゴやカートを持つ、スロ

ーレジのご案内、献立・日頃の生活など話をしながらお買い物（話し相手）、商品の袋詰め、

駐車場・駐輪場まで同行など）。 

 

●今後の活動の見込み 

今回の実施期間では「スローレジ」「お買い物フレンズ」について、必要な方へ周知・理

解して利用していただくことが十分にできなかった。元気な高齢者が買い物しているため、

支援ニーズが想定より少なかった。定期的に継続して実施していかないと必要な方（閉じ

こもり傾向にある方、フレイル傾向にある方）に安心してお買い物していただくこと（外

出・交流機会の創出）につながらない。未利用の方を含むアンケートでは、「よい取り組み、

将来的に必要」という回答が多く、継続に向けた検討を行っていきたい。 

 

●民間企業と協働して活動する上で必要な要素についての意見 

・お互いにとってメリットがある取り組みであること。 

・負担なく始められる内容（時間、経費、マンパワー）。 

・企業利益に直結する（人件費削減など）でもなく、企業利益を圧迫する（買い物客の減

少や人件費の上乗せ）でもない、あくまで CSR 的観点の取り組みとして捉えていただい

た上で、長い目で見てそれが企業イメージの向上や新規顧客の開拓につながるような取

り組みとなっていくこと。 

・まず、協議体や地域ケア会議等であがる地域からの困りごとをスーパーの方と共有する

場を持つことで、押付け感なく、やってみたいと思ってもらえる。 

・現時点で高齢化率が低いこともあり、「ご高齢の方への支援」といった狭い対象に絞るよ

り、「障害のある方」「小さなお子さん連れの方」など、幅広い世代・対象の方を支援す

る取り組みであると協働しやすくなると感じた。 
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●高齢者の介護予防・生活支援を民間企業と協働する意義についてのメッセージ 

・スーパーマーケットで実施することにより、日頃関わることができない高齢者の方と関

わる機会が持てる。 

・買い物支援の活動ではあるが、「介護予防」や「健康づくり」にも通じる活動。 

・お買い物フレンズを見て「このボランティアの募集はいつからか？」「やってみたい」と

いう声をもらった。ボランティアに対するハードルが下がり、福祉が身近なものと感じ

られ、「ちょっとだけボラ」活動の一つ、就労的活動の場の一つになり得る。 

・民間企業に SCが定点的に張り付ける貴重な時間となった。協議体などで出る地域課題に

ついての検証ができる。今回は、「買い物」という課題であったが、高齢者のお買い物を

自身で継続して行う事に対する様々な工夫を知ることができた。また、お買い物フレン

ズ利用希望制に手をあげる人は少なかった分、こちらからのスムーズな支援方法(寄り添

い方)を都度、試行錯誤できた事で課題の精査につなげられた。また高齢者だけでなく子

育てママなど多世代の課題が把握でき、そこに高齢者ボランティアが寄り添える機会が

あることも掴めた。（買い物支援については子育て世代の方が、直接支援・心の支援とも

ニーズは高い）。 

・協力民間企業の管理部門、店舗側の対応、個々の店員さんの考え方を知ることができる

貴重な機会。人的社会資源をたくさん見つけることができた。 

・関わってくださる民間企業の考え方を地域ボランティア・行政・SC が理解し、また民間

企業側も地域ボランティアの力や、協働の立場で行政側の考え方を知っていただく機会

となった。 

・企業の方にとっては、社員教育の良い機会となる（社員の接客スキルの向上にもつなが

る、社員が福祉的な視点を持つ機会となる）、企業イメージの向上につながるのではない

かと考える。 
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（上・左）ヤオコー新浦安店 

配布された資料等、お買い物

サポートデー・後ろを気にし

ないレジののぼり 

（左・右） 

ワイズマート浦安本店 

・スローレジ 

・ボランティアによる積

極的な声がけ 
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1.2．愛知県日進市 

 

●活動に関わった組織・企業 

・日進市地域福祉課地域支援係 

・日進市社会福祉協議会 

・市内スーパーマーケットスーパーマーケット 

（1）MEGAドン・キホーテ UNY香久山店 

（2）D-MARKET 

（3）マックスバリュ米野木店 

（4）コープあいち コープ日進店 

 

●活動の経過  

No 日付 活動の概要 

1 10/3～ 市内全スーパーに事業概要を FAX 

2 10/4 架電：①フィール日進店 

訪問：②フェルナ赤池店③D-MARKET④カネスエ浅田店 

3 10/5 訪問：⑤MEGAドン・キホーテ UNY香久山店⑥旬楽膳 

4 10/6 訪問：⑦バロー日進岩崎店⑧アオキスーパー日進店 

5 10/15 訪問：⑨マックスバリュ米野木店 

6 11/11 ③D-MARKET 説明会の日程調整 

7 11/21 FAX：各スーパーへオンライン説明会のお知らせ 

8 11/30 電話：③D-MARKET⑤MEGAドン・キホーテ UNY香久山店⑨マックス

バリュ米野木店 再日程調整 

- 12/8 ⑩コープあいち：事業説明 

9 12/12 電話：⑨マックスバリュ米野木店 1月希望 

10 12/13 FAX：⑤MEGAドン・キホーテ UNY香久山 1月希望 

11 12/16 メール：⑩コープあいち 集会室見学日調整 

12 12/16 FAX：③D-MARKET 年内中止の連絡 

13 12/26 訪問：⑩コープあいち 集会室見学日調整 

14 12/27 訪問：⑩コープあいち 集会室見学日調整 

15 1/10 FAX：3社の日程調整 

16 1/13 電話：⑨マックスバリュ米野木店 日程調整 

17 1/17 FAX：3社の日程調整（再） 

18 1/18 ⑨マックスバリュ米野木店 日程決定→担当 2層 SC に連絡 

19 1/18 電話：③D-MARKET 

20 1/19 ⑨マックスバリュ米野木店 日程変更依頼の連絡有 
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21 1/20 ⑨マックスバリュ米野木店 説明会と今後の打合せ 

22 1/26 ⑤MEGAドン・キホーテ UNY香久山 説明会と今後の打合せ 

23 1/26 ③D-MARKET 説明会と今後の打合せ 

 

【No21】マックスバリュ米野木店との打合せ 

④ 上記活動の詳細について紹介してください 

   参加者：1 マックスバリュ東海株式会社 経営企画統括部 CSR 推進グループ マネージャー 

       2    〃        米野木店 店長 

       3 東部地区 SC、第 1層 SC  

     内容：・地域のニーズを聞いてみたいのでその機会がほしい。 

      ・第 2層協議体に出席してみたい。 

※店長は異動があるため、異動がなく地域ニーズを把握している「パート

会」のメンバーに出席させたい。 

      ・栄養指導してくれる学生ボランティアを採用してみたい。（第 1層提案） 

⑤ 今後の活動の見込みについてご記入ください 

        SCが提案、コーディネートできることを FAXにてメニュー表として提示し、選択

していただいた事業について協働で検討していく。 

   （例）スーパー内での、栄養指導ボランティア（市内大学生）の設置 

    第 2層協議体への出席（地域住民、地域の総合病院 2か所、ヤクルトも同席予定） 

【No22】MEGAドン・キホーテ UNY香久山との打合せ 

④ 上記活動の詳細について紹介してください 

    参加者：1 MEGAドン・キホーテ UNY香久山店長 

2 日進市地域福祉課 地域支援係 係長 

3 西部地区 SC、第１層 SC 

      内容：・店舗特性上 高齢者に特化したサービスは考えていない。 

       ・属性問わず参加できるようなイベントを実施したい。単発イベントがいい。 

       ・レシピ紹介と特売等を実施したこともあり、そのようなイベントにしたい。 

⑤ 今後の活動の見込みについてご記入ください 

     行政が今後どのようにしていきたいのか求める傾向が強く、西部地区 SC と第 1

層 SCで整理が必要。 

    単発イベントを望んでいるため、地域づくりへの展開が困難な状況。 

【No23】③D-MARKET との打合せ 

④ 上記活動の詳細について紹介してください 

    参加者：1 D-MARKET  人事・総務・営業 部長 

2 日進市地域福祉課 地域支援係 係長 

3 西部地区 SC、第 1層 SC 
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      内容：・客との対話を重要視しており、店先等を座って話せるようなつどいの場に

活用してほしい。 

      ・高齢者の話し相手やセルフレジの手伝い等、買い物コンシェルジュのよう

なボランティアを配置したい。 

      ・試食等を通じて栄養指導をしてほしい。 

      ・体操教室やコーヒーの淹れ方教室等のイベントをしたい。 

      ・13-15 時のアイドルタイムが狙い時。 

⑤ 今後の活動の見込みについてご記入ください 

   ・試食と栄養指導の学生のコラボレーション企画の提案。 

   ・認知症サポーターステップアップ講座（市認知症地域支援推進員実施）修了者と

の協働企画の提案。 

   ・つどいの場を開催したいボランティアの発掘と会場として D-MARKETを紹介するコ

ーディネート。 

 

●民間企業と協働して活動する上で必要な要素についての意見 

・ 対象企業の企業理念の理解と配慮（企業理念に沿わない提案をしても意味がないため）。 

・ win-winになる内容を協議で共有するスピード感（どこがイメージアップにつながるか、

結果利益につながるか共有できると打合せが進むため）。 

・ 民間企業は多忙なため、一度の打合せで社会資源を複数提案できる情報量（互いに見通

しが立たないと協働事業に対する期待を感じていただけないため）。 

 

●高齢者の介護予防・生活支援を民間企業と協働する意義についてのメッセージ 

・ 「元気な高齢者」と「要支援高齢者」の間のプレフレイル高齢者数が多いことを共有

することで、民間企業はターゲットの見直しが可能になり、企業が元気になることで、

市内の福祉だけでなく、産業分野も活性化すると期待できる。 

・ プレフレイル層にとって便利なサービスは、誰にとっても便利なサービスとなり得る。 

・ プレフレイル層をはじめ、その配偶者、友人、近隣住民も外出先や楽しみが増える。 

・ プレフレイル層が元気になると、介護保険費・医療費が下がり、民間企業の利益につな

がると法人税も増え、介護予防等の福祉施策に公費を充てることができるという新しい

循環システムを創ることが可能。自治体が小規模な体操教室を企画運営するより、職員

の人件費も削減でき、大きな成果につながる可能性がある。 
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2.企業（スーパーマーケット）が協働を提案した事例 

企業が本事業への参加と自治体への協働を提案した事例については、2社からの問い合わ

せに対し、実装支援の内容について説明した。2社とも実施の意向があったため、実施する

店舗の検討を行った。 

株式会社ヒバリヤは、地域貢献活動においてつながりのあった島田市の店舗を希望し、

島田市や島田市社会福祉協議会との検討会の調整も企業側が行った。株式会社ヒバリヤで

は店舗におけるスローレジや高齢者向け総菜の販売、地域包括支援センターや社会福祉協

議会による相談窓口の設置や体操教室の体験会などを計４回開催した。 

株式会社サニーマートは、店舗のある自治体のうち、今年度短期集中予防サービスに関

する取り組みを行っている南国市での実施を事務局が提案し、事務局から南国市に実装支

援に関する説明を行ったところ、本事業を実施することになった。株式会社サニーマート

では、介護予防教室の参加者や短期集中予防サービスの利用者の活躍の場として、店内で

買物支援等を行う活動を行った。 

 

（参加企業） 

株式会社ヒバリヤ（静岡県静岡市） 

設立年月日 昭和 52年 8月 8日 

資本金 3,000万円 

従業員数 社員 110名・パート 170名 

静岡県内 8店舗 

 

株式会社サニーマート（高知県高知市） 

創 業 昭和 36年 11月 19日 

資本金 5,000万円 

従業員数 2,200名（社員・パートナー社員・アルバイト） 

営業所 スーパーマーケット：高知・愛媛に直営 23店（FC 9店） 

 

 

  




